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経歴
昭和28年東京生。59歳。
都立両国高校、獨協医科大学卒業後、
日本医科大学付属第一病院において研修。
日本医科大学第二内科（神経）へ入局、
平成6年より講師（現非常勤）。
平成11年、江戸川区北小岩の診療所を
父から継承。

地区医師会活動
平成 17年 江戸川区医師会医療情報委員会委員
平成 23年 江戸川区医師会理事

東京都医師会活動
平成17年　医療開発委員会　委員
平成21年　同委員会　副委員長
平成23年　同委員会　委員長

資格
日本脳卒中学会認定脳卒中専門医、日本頭痛学会頭痛専門医
日本老年精神医学会専門医

理事候補　目々澤 　肇
 （めめざわ　はじめ）

〒133-0051　東京都江戸川区北小岩4-5-8
医療法人社団茜遥会目々澤醫院

東京都医師会理事選挙

東京都地区医師会会長 様
東京都医師会代議員 様
東京都医師会予備代議員 様

東京都医師会理事立候補のご挨拶

江戸川区医師会　目々澤 　肇
（江戸川区医師会理事）

　私は、江戸川区医師会会長玉城繁先生ならびに足立区医師会
須藤秀明先生よりご推挙いただき立候補させていただくこととなりま
した。何卒、ご支援よろしくお願いいたします。
1）シンプルかつ実用的な医療現場で役に立つ医療情報シス
テムの構築

　都医会館の改築が決定し、将来に向けた会館のIT対策の策定
が急務です。これまで執行部が推進してきた文書管理システムを整
備し、すでに実証試験を行った電子会議システムとの融合を行い、
新会館でのペーパーレスを実現します。また、防災時にも役立つIT
を用いた情報連絡網と医師認証を実用レベルに引き上げます。現
在、多くの病院ではネットワークによる地元病院との連携を各個それ
ぞれで進めていますが、それらに関する情報整理を行うと共に会員
への周知を徹底させ、将来的に東京都規模で推奨できる連携シス
テムを構築検討します。
2）医学生へのアプローチの継続
　医療開発委員会で行ってきた医学生との交流学習を通し、求めら
れている地域医療提供と包括ケアが必要とする医療人の育成を促
進していきます。若い医師たちの医師会活動への早期からの参加を
促し「垣根の低い医師会」イメージづくりを推進します。医学生向け
の講演会開催や主体的活動を支援できる体制づくりを行います。

目々澤 肇君を理事として推薦します

2013年 5月吉日

野 中　博
東京都医師会会長
日本医師会理事
日本医師会介護保険委員会委員長

会　長　須藤 秀明
足立区医師会

会　長　玉城 　繁
江戸川区医師会
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